
[編 集]　中泊町議会広報委員会

[発 行]　中泊町議会

　〒037-0392　青森県北津軽郡中泊町大字中里字紅葉坂209　中泊町議会　☎0173-57-2111

[編集・発行]　　ホームページ　http://www.town.nakadomari.lg.jp/

　令和３年１月１日、中泊町スポーツ協会主催の元旦マラソンが開催されました。寒波の影響であいに
くの天候でしたが、スタート前には吹雪もやみ絶好のコンディションとなりました。昨年からのコロナ
ウイルスの影響により様々な活動が中止や延期になっていますが、参加者のみなさんは今年の思いを胸
に約２キロメートルのコースを走り抜けました。
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■
一
般
会
計補

正
予
算
第
1叅
号

補
正
前
総
額

⓽⓺
億
３
６
４
９
万
５
千
円

補
正
額

９
１
５
４
万
６
千
円

補
正
後
総
額

⓽7
億
２
８
０
４
万
１
千
円

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次

の
と
お
り
。

□
総
務
費

・�

小
泊
支
所
冷
房
設
備
設
置

工
事�

２
７
１
万
７
千
円

・�

個
人
住
民
税
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料３

９
９
万
３
千
円

□
民
生
費

・
障
害
児
通
所
支
援
事
業
費

２
７
５
万
１
千
円

・�

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

費（
町
内
）

１
８
７
３
万
７
千
円

□
衛
生
費

・�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
等�

３
４
２
万
５
千
円

・�

水
道
事
業
特
別
会
計
補
助

金�

３
２
６
９
万
円

□
消
防
費

・�

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務

組
合
負
担
金

２
４
８
７
万
８
千
円

□
教
育
費

・�

武
田
・
薄
市
小
学
校
冷
房

設
備
設
置
工
事
費

５
６
２
万
３
千
円

□
公
債
費

・
長
期
債
元
金

１
３
０
万
７
千
円

・
長
期
債
利
子

△
３
１
３
万
１
千
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
第
３
号

﹁
事
業
勘
定
﹂

補
正
前
総
額

17
億
２
４
７
３
万
８
千
円

補
正
額　
２
２
３
万
８
千
円

補
正
後
総
額

17
億
２
６
９
７
万
６
千
円

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次

の
と
お
り
。

・
償
還
金
利
子
及
び
割
引
料

２
２
３
万
８
千
円

﹁
診
療
施
設
勘
定
﹂

補
正
前
総
額

１
億
４
７
０
８
万
４
千
円

補
正
額�

△
７
４
万
１
千
円

補
正
後
総
額

１
億
４
６
３
４
万
３
千
円

　

主
な
補
正
額
は
職
員
人
件

費

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
第
３
号

補
正
前
総
額　

17
億
８
１
４
６
万
４
千
円

補
正
額

４
６
６
２
万
９
千
円

補
正
後
総
額　

1⓼
億
２
８
０
９
万
３
千
円

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次

の
と
お
り
。

・
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

２
０
４
万
６
千
円

・�

施
設
開
設
準
備
経
費
助
成

特
別
対
策
事
業
補
助
金

７
５
５
万
１
千
円

・�

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等

提
供
施
設
整
備
事
業

３
３
６
０
万
円

・
介
護
給
付
費
準
備
基
金

３
３
９
万
４
千
円

■�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
第
１
号

・
補
正
前
総
額

２
億
９
３
２
２
万
９
千
円

・
補
正
額�

９
４
万
４
千
円

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
尽
力
を

　
令
和
２
年
第
四
回
定
例
会
が
、
12
月
３
日
か
ら
12

月
10
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
12
月
９
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
今
博
子
議

員
、
荒
関
富
雄
議
員
、
塚
本
悦
子
議
員
の
３
名
が
、

町
側
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
10
日
に
は
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
が
行

わ
れ
、
条
例
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
報
告

１
件
、
議
案
19
件
、
同
意
15
件
を
全
会
一
致
で
承
認
、

可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

新
農
業
委
員
15
名
の
任
命
に
同
意

第４回

定例会

❶❷月３日～❶⓪日

補
正
予
算
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法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
め
る
も
の
。

■�

津
軽
鉄
道
株
式
会
社
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

津
軽
鉄
道
株
式
会
社
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
適
用
期
間
を
３
年
間
延
長

す
る
も
の
。

■�

中
泊
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

中
泊
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
移
転
に
伴
い
条
例

の
一
部
を
改
め
る
も
の
。

■�

中
泊
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
条
文
を
整
備
す

る
も
の
。

■�

中
泊
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
し
た
こ
と
又
は

感
染
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
現

れ
た
こ
と
に
よ
り
療
養
し
、

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
被
保
険
者
で
、
給
与
の

支
払
を
受
け
て
い
る
も
の
に

対
し
て
、
傷
病
手
当
金
を
支

給
す
る
た
め
の
期
間
を
延
長

す
る
も
の
。

※�「
12
月
31
日
」
ま
で
を「
規

則
で
定
め
る
日
」
に
改
め

る
。

■�

中
泊
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
よ
り
、
延
滞

金
を
算
出
す
る
際
に
用
い
る

割
合
の
名
称
な
ど
が
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

■�

中
泊
町
農
業
委
員
会
委
員

15
人
の
任
期
が
令
和
３
年

３
月
27
日
で
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
後
任
委
員
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　

農
業
委
員

　

・
外
崎　

満
幸

　

・
藤
田　

次
男

　

・
田
中　
　

満

　

・
大
川　

勝
仁

　

・
青
山　

邦
榮

　

・
小
野
美
恵
子

　

・
葛
西　
　

誠

　

・
神　
　

良
一

　

・
松
田　

耕
司

　

・
木
村　
　

巧

　

・
松
坂　

龍
美

　

・
澤
田　

健
吾

　

・
瓜
田　

益
子

　

・
三
上　
　

孝

　

・
坂
本　

朝
彦

■
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　

町
が
雇
用
す
る
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
転
手
が
児
童
送
迎
中
、

対
向
車
と
す
れ
違
う
際
に
誤

っ
て
民
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

破
損
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
被

害
額
の
一
切
を
町
が
支
払
う

も
の
。

・
被
害
額

６
２
，３
１
５
円

・
補
正
後
総
額

２
億
９
４
１
７
万
３
千
円

■
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
第
２
号

補
正
前
総
額

３
億
１
５
５
２
万
８
千
円

補
正
額�

△
52
万
７
千
円

補
正
後
総
額

３
億
１
５
０
０
万
１
千
円

　

主
な
補
正
額
は
職
員
人
件

費■�

中
泊
町
議
会
議
員
及
び
中

泊
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
中
泊
町
議
会
議
員
及

び
中
泊
町
長
の
選
挙
に
お
け

る
自
動
車
の
使
用
、
ポ
ス
タ

ー
及
び
ビ
ラ
の
作
成
の
公
費

負
担
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

■�

中
泊
町
職
員
の
高
齢
者
部

分
休
業
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

職
員
が
高
齢
者
と
し
て
条

例
で
定
め
る
年
齢
に
達
し
た

日
以
後
か
ら
定
年
退
職
日
ま

で
の
期
間
中
、
公
務
の
運
営

に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と

き
は
１
週
間
の
勤
務
時
間
の

一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い

こ
と
を
承
認
で
き
る
こ
と
か

ら
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る

も
の
。

■�

中
泊
町
職
員
の
修
学
部
分

休
業
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

職
員
の
公
務
に
関
す
る
能

力
の
向
上
に
資
す
る
と
認
め

る
と
き
、
大
学
そ
の
他
の
条

例
で
定
め
る
教
育
施
設
に
お

け
る
修
学
の
た
め
必
要
と
認

め
ら
れ
る
期
間
中
、
１
週
間

の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い

て
勤
務
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
所
要
の
規
定
を

整
備
す
る
も
の
。

■�

中
泊
町
総
合
計
画
審
議
会

条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い

て

　

総
合
計
画
の
審
議
等
に
つ

い
て
、
広
く
見
識
を
有
す
る

者
か
ら
意
見
を
聴
取
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
。

■�

中
泊
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

■�

中
泊
町
特
別
職
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■�

中
泊
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

改
め
る
も
の
。

■�
中
泊
町
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ

り
条
例
の
一
部
を
改
め
る
も

の
。

■�

中
泊
町
企
業
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

成
年
被
後
見
人
等
に
係
る

欠
格
条
項
そ
の
他
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
地
方
公
務
員

条
例
関
係

人
事
案
件

専
決
処
分
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Q　
　

健
康
づ
く
り
は
、

　

医
療
費
の
節
減
だ
け

で
で
な
く
、
人
々
の
生
活
に
充

実
感
を
与
え
、
ま
た
連
帯
感
、

生
き
が
い
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

な
か
ど
ま
り
健
康
づ
く
り
宣

言
が
行
わ
れ
、
宣
言
の
中
に
中

泊
町
の「
ど
」
か
ら
始
ま
る「
努

力
し
ま
す
、
健
康
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
自
ら
健
康
づ
く
り
に

努
め
、
み
ん
な
で
一
緒
に
健
康

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
先
日
開

催
さ
れ
た
な
か
ど
ま
り
町
健
康

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
自

分
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
活

動
し
て
い
る
自
主
運
動
グ
ル
ー

プ
「
Ｎ
プ
ロ
」、
漁
業
組
合
で

の
健
康
を
考
え
た
取
組
等
が
紹

介
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
町
長
は
、

健
康
増
進
の
た
め
外
部
か
ら
の

先
生
を
招
致
し
て
や
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
町
と
し
て
も
そ

れ
な
り
の
協
力
を
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
た
が
、
町
と
し
て
団

体
に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え

て
い
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
新
し

く
団
体
を
つ
く
っ
て
活
動
し
よ

う
と
す
る
方
々
の
た
め
に
も
、

具
体
的
な
支
援
の
方
向
性
を
お

伺
い
す
る
。

■
山
中
哲
哉
町
民
課
長

A　
　

町
で
は
、
こ
れ
ま

　

で
町
民
の
方
々
の
健

康
増
進
の
た
め
、
第
２
次
中
泊

町
長
期
総
合
計
画
に
お
い
て
、

「
健
康
で
と
も
に
支
え
合
う
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
の
一

つ
に
掲
げ
、
生
活
習
慣
予
防
や

介
護
予
防
と
い
っ
た
予
防
に
重

点
を
置
い
た
健
康
増
進
事
業
を

推
進
し
て
い
る
。

　

健
康
増
進
の
た
め
の
団
体
と

い
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
を
主
と
し

た
も
の
や
健
康
を
意
識
し
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
な
ど
、
様
々

な
形
態
で
活
動
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
健
康
増
進
の

た
め
の
団
体
を
支
援
す
る
こ
と

も
大
事
だ
が
、
次
世
代
の
健
康

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
取
組
を

さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
町

の
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
と
と
も

に
、
医
療
費
や
介
護
保
険
料
の

抑
制
に
も
つ
な
が
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

現
在
活
動
し
て
い
る
団
体
、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
新
し
く
団
体

を
立
ち
上
げ
活
動
す
る
団
体
へ

の
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
運
営

の
維
持
の
た
め
の
補
助
金
、
リ

ー
ダ
ー
育
成
の
講
師
派
遣
。
町

の
施
設
を
活
動
拠
点
と
し
て
い

る
場
合
に
は
、
使
用
料
の
減
免

等
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
が
そ

の
団
体
に
必
要
な
の
か
を
見
極

め
、
健
康
増
進
の
た
め
の
支
援

に
つ
い
て
検
討
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

　

議
会
ガ
イ
ド
第
❻❷
号
に
お
き
ま

し
て
字
句
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
訂
正
し
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

誤　

 

中
泊
町
総
合
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
温
泉
発
掘
工
事

正　

 

中
泊
町
総
合
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
温
泉
掘
削
工
事

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

一般質問 ※一般質問とは議員個人が町政全般に対し、行政側に現状や見通しを聞くことです。
　記載されている内容は簡略化したものです。再質問、再々質問は記載しておりません。

測定の説明を受ける漁協組合員

毎週火曜日に活動している「Ｎプロ」サークル

⃝�健康増進団体への支援策について

今　博子 議員

中泊町議会ガイド　第 63 号
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Q　
　

第
２
次
長
期
中
泊

　

町
総
合
計
画
に
つ
い

て
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ソ

フ
ト
事
業
、
中
泊
ブ
ラ
ン
ド
推

進
地
域
活
動
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
中
泊
メ
バ
活
は
地
方
創
生
推

進
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
行

っ
て
い
る
事
業
と
認
識
し
て
い

る
。
活
動
状
況
並
び
に
結
果
を

お
伺
い
す
る
。

■
濱
舘
豊
光
町
長

A　
　

中
泊
町
長
期
総
合

　

計
画
の
ソ
フ
ト
事
業
、

ブ
ラ
ン
ド
化
、
メ
バ
活
の
関
係

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
に
つ
い

て
お
答
え
す
る
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
、
様
々
な
捉
え

方
が
あ
る
が
、
中
泊
町
自
体
が

他
の
人
に
対
し
て
中
泊
町
の
も

の
は
い
い
と
、
安
心
し
て
買
え

る
、
見
ら
れ
る
町
の
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

　

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
て
い

く
た
め
の
一
つ
と
し
て
様
々
な

こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
中
泊
と

い
え
ば
メ
バ
ル
、
メ
バ
ル
と
い

え
ば
中
泊
と
、
メ
バ
ル
関
連
の

商
品
を
様
々
開
発
し
て
い
る
。

メ
バ
ル
関
連
の
商
品
を
３
月
ま

で
に
１
つ
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

１
つ
は
新
規
に
、
ま
た
開
発
し
、

公
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
今
マ
ツ
カ
ワ
ガ

レ
イ
の
養
殖
を
実
施
し
て
い
る

が
、
中
泊
町
と
い
え
ば
マ
ツ
カ

ワ
ガ
レ
イ
と
、
い
う
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
宮
越
家
で
あ

る
。
文
化
の
町
中
泊
町
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
を
上
げ
て
い
く
よ
う

な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
展
開
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

様
々
な
側
面
か
ら
、
中
泊
町

は
野
菜
で
も
観
光
で
も
文
化
で

も
い
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

Q　
　

総
合
福
祉
健
康
セ

　

ン
タ
ー
の
建
設
事
業

は
い
つ
頃
ま
で
に
ど
の
よ
う
な

形
で
で
き
る
の
か
。
財
政
的
に

大
変
な
部
分
も
あ
る
と
は
思
う

が
、
計
画
年
度
の
中
で
終
了
で

き
る
の
か
お
伺
い
す
る
。

■
横
野
彰
吾
副
町
長

A　
　

中
泊
町
総
合
福
祉

　

健
康
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
想

及
び
事
業
認
定
、
建
築
の
基
本

設
計
、
造
成
設
計
な
ど
の
各
種

業
務
委
託
及
び
温
泉
の
掘
削
工

事
を
発
注
し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。Q　

　

中
里
地
区
の
排
水

　

路
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
国
土
強
靱
化
事
業
等
補
助

が
あ
る
よ
う
に
伺
っ
て
い
る
。

有
効
な
資
金
を
活
用
し
、
排
水

の
整
備
事
業
に
着
手
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
現

在
の
状
況
を
お
伺
い
す
る
。

■
横
野
彰
吾
副
町
長

A　
　

中
里
地
区
排
水
路

　

整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
大
雨
の
際
に
雨
水
を
一
時

的
に
た
め
る
調
整
池
を
３
か
所

設
置
す
る
内
容
で
あ
る
。
概
算

事
業
費
が
11
億
円
余
り
と
か
な

り
高
額
な
金
額
で
あ
る
た
め
、

こ
の
財
源
の
確
保
に
向
け
て
該

当
す
る
国
庫
補
助
事
業
等
が
な

い
か
、
現
在
情
報
収
集
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q　
　

中
泊
町
の
総
合
運

　

動
公
園
改
修
事
業
陸

上
競
技
場
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

五
所
川
原
圏
域
定
住
自
立
圏
の

担
当
課
長
会
議
な
ど
で
話
し
合

わ
れ
、
ま
た
首
長
会
議
な
ど
の

協
議
等
の
答
弁
は
前
回
い
た
だ

い
て
い
る
。
そ
の
後
の
経
過
等

に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

■
横
野
彰
吾
副
町
長

A　
　

中
泊
町
運
動
公
園

　

改
修
事
業
の
陸
上
競

技
場
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
９

月
の
議
会
定
例
会
で
お
答
え
し

た
と
お
り
、
当
町
と
し
て
は
来

年
度
五
所
川
原
圏
域
定
住
自
立

荒関富雄 議員

⃝�第２次長期中泊町総合計画について
　　～ソフト・ハード事業の状況は～
⃝�中里地域小学校統廃合について
⃝�交通安全対策について

地 域 対 策 に つ い て（固 定 資 産 税 の 見 直 し は、 い つ 行 う の か）
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に
は
１
３
６
人
、
武
田
小
学
校

は
令
和
２
年
度
が
78
人
令
和
７

年
度
に
は
60
人
、
薄
市
小
学
校

は
、
令
和
２
年
度
が
47
人
、
令

和
７
年
度
に
は
40
人
と
推
計
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
薄
市
小
学

校
は
令
和
２
年
度
か
ら
２
年
・

３
学
年
が
複
式
学
級
に
、
更
に

令
和
４
年
度
に
は
学
級
編
成
基

準
で
は
複
式
学
級
が
２
学
級
に

増
え
、
武
田
小
学
校
で
も
令
和

３
年
度
か
ら
２
年
・
３
年
が
複

式
学
級
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

中
里
地
域
の
児
童
数
の
減
少

が
進
む
中
、
次
代
を
担
う
子
供

た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
変
化
の
激

し
い
社
会
を
生
き
る
た
め
、
学

校
教
育
に
お
い
て
確
か
な
学
力

や
豊
か
な
人
間
性
、
知
・
徳
・

体
、確
か
な
学
力
・
豊
か
な
心
・

健
や
か
な
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

義
務
教
育
の
効
果
を
十
分
発
揮

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今

後
第
２
次
中
泊
町
長
期
総
合
計

画
に
基
づ
き
、
保
護
者
、
地
域

住
民
、
議
員
代
表
、
教
職
員
代

圏
か
ら
県
知
事
へ
の
重
点
要
望

の
中
で
、
広
域
で
の
施
設
利
用

を
根
拠
と
し
て
県
に
よ
る
支
援

を
要
望
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Q　
　

人
口
減
少
化
の
中

　

で
、
小
泊
地
域
は
今

小
中
一
貫
校
の
建
設
に
着
手
し

て
い
る
が
、
中
里
地
域
の
小
学

校
の
統
合
等
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
教
育
委
員
会
で
お
考
え

な
の
か
お
伺
い
す
る
。

■
米
塚
鈴
子
教
育
長

A　
　

中
里
地
域
の
小
学

　

校
の
児
童
、
学
級
数

は
、
平
成
元
年
度
は
１
，０
９

０
人
、
53
学
級
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
児
童
数
は
減
少
し
、
令
和

元
年
度
で
は
、
２
８
１
人
、
約

75
％
の
減
、
18
学
級
に
減
少
し

て
い
る
。

　

学
校
別
で
は
、
中
里
小
学
校

は
、
令
和
２
年
度
の
児
童
在
籍

数
が
１
３
７
人
、
令
和
７
年
度

表
等
に
よ
る（
仮
称
）中
里
地
域

の
子
供
た
ち
の
教
育
を
考
え
る

会
を
設
置
し
、
多
様
な
視
点
か

ら
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Q　
　

庁
舎
か
ら
一
般
道

　

へ
の
出
入
口
に
パ
ル

ナ
ス
入
り
口
看
板
、
桜
の
木
が

あ
り
、
左
右
の
安
全
確
認
が
非

常
に
で
き
に
く
い
。
み
ち
の
く

銀
行
や
消
防
署
が
建
つ
と
こ
れ

ま
で
以
上
に
交
通
量
が
増
え
安

全
確
認
が
必
要
と
な
る
。
看
板

の
移
動
、
桜
の
木
の
移
植
及
び

横
断
歩
道
の
設
置
は
必
要
と
感

じ
る
が
対
策
を
考
え
て
い
る
か

お
伺
い
す
る
。

■
葛
西
成
芳
総
務
課
長

A　
　

役
場
本
庁
舎
及
び

　

パ
ル
ナ
ス
駐
車
場
か

ら
車
で
出
る
２
か
所
の
出
入
口

は
、
安
全
確
認
が
で
き
る
範
囲

で
支
障
と
な
っ
て
い
る
樹
木
の

伐
採
か
枝
の
剪
定
、
パ
ル
ナ
ス

側
の
看
板
を
移
転
か
撤
去
す
る

方
向
で
、
現
場
に
合
っ
た
対
応

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

横
断
歩
道
に
関
し
て
は
、
昨

年
町
で
は
、
五
所
川
原
警
察
署

へ
当
該
町
道
の
２
か
所
に
対
し

て
横
断
歩
道
設
置
の
要
望
書
を

提
出
し
て
い
る
。
１
か
所
は
、

エ
ム
ス
近
く
の
も
み
じ
団
地
出

入
口
で
横
断
歩
道
が
既
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
か
所
は
、
役
場
本
庁

舎
、
パ
ル
ナ
ス
出
入
口
付
近
へ

の
設
置
を
要
望
し
た
が
、
国
道

３
３
９
号
の
交
差
点
に
横
断
歩

道
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
準
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
現
状
は

設
置
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
今
後
み
ち
の
く
銀
行

の
移
転
な
ど
で
歩
行
者
が
増
え

た
場
合
は
、
再
度
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

Q　
　

役
場
庁
舎
前
に
み

　

ち
の
く
銀
行
が
移
転

さ
れ
る
と
、
交
通
量
が
多
く
な

り
、
役
場
駐
車
場
か
ら
道
路
へ

出
入
り
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
を
解
消
す

る
た
め
に
も
み
じ
団
地
方
面
へ

抜
け
る
道
路
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
計
画
は
あ
る
の
か
お
伺
い

す
る
。

■
葛
西
成
芳
総
務
課
長

A　
　

役
場
本
庁
舎
、
パ

　

ル
ナ
ス
駐
車
場
の
今

後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
み
ち

の
く
銀
行
の
移
転
や
統
合
消
防

署
の
建
設
を
考
慮
し
、
駐
車
場

出
入
口
増
設
の
検
討
や
歩
行
者

通
行
帯
の
設
置
な
ど
、
交
通
安

全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

学級編成の標準　（小・中学校）
小学校 中学校

同学年の児童で編成
する学級

35人（１年生）
40人（2～6年生） 40人

複式学級（２個学年） 16人
（1年生を含む場合8人） ８人

特別支援学級 ８人 ８人
特別支援学校
 （小・中学部）

６人
（重複障害 ３人）

中泊町議会ガイド　第 63 号
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Q　
　

現
在
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が

　

目
指
す
環
境
へ
の
負

荷
が
少
な
い
生
産
と
消
費
、
廃

棄
を
実
施
す
る
循
環
型
経
済
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
る
食
べ
物
、
売
れ

残
り
や
食
べ
残
し
を
食
品
ロ
ス

と
言
っ
て
い
る
。
政
府
は
昨
年

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
を
成
立

さ
せ
、
本
年
３
月
、
食
品
ロ
ス

の
削
減
推
進
法
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
中
身
は
、
都
道
府
県
、
市

町
村
に
お
い
て
は
食
品
ロ
ス
削

減
推
進
計
画
を
策
定
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
取
組
を
推
進
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
我
が
町
で
は
こ
の

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
取
組
、
啓
発
を
行
っ
て

い
る
か
、
現
状
を
お
伺
い
す
る
。

■
濱
舘
豊
光
町
長

A　
　

我
が
町
で
は
、
食

　

品
ロ
ス
削
減
に
係
る

取
組
を
行
っ
て
い
る
。
中
泊
町

が
誕
生
し
た
翌
年
の
平
成
18
年

度
に
、
地
球
の
資
源
を
浪
費
す

る
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大

量
廃
棄
の
使
い
捨
て
時
代
か
ら
、

適
量
生
産
、
適
量
消
費
、
最
少

廃
棄
の
循
環
型
社
会
へ
転
換
し
、

限
り
あ
る
地
球
資
源
を
守
り
、

持
続
的
に
発
展
可
能
な
地
域
社

会
の
構
築
に
努
め
、
将
来
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
中
泊
町
も

っ
た
い
な
い
町
民
運
動
に
よ
る

循
環
型
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制

定
し
、
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
中
泊
町
食
生
活
改

善
推
進
員
会
は
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
各
世
代
に
合
っ
た
食

育
活
動
を
進
め
る
と
い
う
テ
ー

マ
で
活
動
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
西
北
地
域
の
Ｖ
ｉ
Ｃ
・

ウ
ー
マ
ン
の
会
奥
津
軽
支
部
に

は
当
町
か
ら
９
名
の
女
性
が
地

域
資
源
を
生
か
し
た
直
売
、
加

工
品
販
売
等
、
地
域
活
性
化
の

牽
引
役
と
し
て
活
躍
を
し
、
食

費
ロ
ス
削
減
に
一
定
の
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
も
の
と
理
解

を
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
規
模
で

の
取
組
で
あ
る
持
続
可
能
な
開

発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
ス
タ
ー
ト

す
る
前
か
ら
、
我
が
町
で
も
循

環
型
社
会
の
重
要
性
を
認
識
し
、

条
例
を
制
定
し
、
各
団
体
に
よ

る
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

き
て
い
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
食
品
ロ
ス
の
削
減
に

つ
い
て
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
も

機
会
あ
る
ご
と
に
呼
び
か
け
を

し
、
啓
発
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

Q　
　

我
が
町
は
農
業
、

　

漁
業
、
林
業
の
町
で

あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
つ
く
る

責
任
つ
か
う
責
任
」
の
地
球
に

優
し
い
食
品
ロ
ス
削
減
の
町
と

し
て
、
大
々
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
て
宣
言
し
て
は
い
か
が

か
お
伺
い
す
る
。

■
三
上
晃
瑠
総
合
戦
略
課
長

A　
　

町
で
は
町
民
文
化

　

祭
等
を
通
じ
て
リ
デ

ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
３
Ｒ
の
気
運
を
醸
成
す

る
こ
と
で
、
無
駄
を
省
き
限
り

あ
る
資
源
を
守
り
、
持
続
的
に

発
展
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。

　

ほ
か
の
地
域
の
取
組
事
例
と

し
て
、
全
国
各
地
で
開
設
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
食
堂
が
あ
る
。

県
内
で
も
開
設
事
例
が
あ
り
、

困
難
を
抱
え
る
子
供
た
ち
へ
の

支
援
を
中
心
に
、
地
域
の
様
々

な
子
供
た
ち
と
地
域
住
民
を
対

象
と
し
た
交
流
拠
点
を
設
け
て

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承

知
し
て
い
る
。

　

当
町
で
も
、
食
品
ロ
ス
削
減

と
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
食
品
が

届
く
シ
ス
テ
ム
構
築
も
検
討
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
当
町
の
豊
か
な

大
地
の
恵
と
海
の
幸
を
守
り
続

け
る
た
め
、
環
境
に
優
し
く
安

全
で
安
心
な
循
環

型
社
会
実
現
の
た

め
、
地
域
全
体
で

取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

塚本悦子 議員

⃝�食品ロス削減対策について
　・ 当町の食品ロスに対する取り組み、啓発の

現状は！
　・「食品ロス削減の町」の宣言を！

中泊町議会ガイド　第 63 号
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議会中継は初日から最終日までインターネット配信しています。

　また、議会会議録もHPで閲覧できるようになりました。
閲覧の方法は、中泊町役場ホームページ → 議会 → 会議録 となります。

役場・パルナス・小泊支所・すくすくしたまえ館ロビーでもご覧になれます。ぜひ、ご利用ください。

　インターネットの視聴は
http://www.town.nakadomari.lg.jp/index.cfm

　　でご覧になれます。

□
衛
生
費

・�

他
会
計
繰
出
金（
診
療
施
設

勘
定
）

2
9
4
万
８
千
円

□
消
防
費

・
防
災
備
蓄
倉
庫
建
設
工
事

　

2
6
8
6
万
２
千
円

・
空
気
清
浄
機

1
6
0
5
万
９
千
円

・�

Ａ
Ｉ
顔
認
識
避
難
所
管
理
シ

ス
テ
ム
一
式6

5
7
万
５
千
円

□
教
育
費

・�

冷
房
設
備
設
置
工
事
設
計
業

務
委
託
料　

2
9
4
万
８
千
円

・�

中
里
小
・
中
学
校
冷
房
設
備

設
置
工
事

2
9
0
9
万
円

■
中
泊
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
第
３
号

□
事
業
勘
定

補
正
前17

億
2
3
8
8
万
９
千
円

補
正
額 

⓼㆕
万
９
千
円

補
正
後17

億
2
4
7
3
万
８
千
円

□
診
療
施
設
勘
定

補
正
前１

億
4
4
1
3
万
６
千
円

補
正
額 

2
9
4
万
８
千
円

補
正
後

１
億
4
7
0
8
万
４
千
円

　

主
な
歳
出（
補
正
額
）は
次
の

と
お
り

・�

小
泊
診
療
所
感
染
症
対
策
改

修
工
事

2
9
4
万
８
千
円

そ　

の　

他

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
工
事
名

　

�（
仮
称
）こ
ど
ま
り
小
中
学
校

建
設
工
事

□
契
約
金
額

21
億
3
2
0
万
円

□
契
約
先

　

�

安
藤
・
間
・
北
信
建
設
・
竹

内
組
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

□
代
表
者

　
　

㈱
安
藤
・
間　

東
北
支
店

■�

令
和
２
年
度
中
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算
第
1₀
号

補
正
前⓽㆕

億
8
2
5
4
万
３
千
円

補
正
額 

１
億
2
3
5
8
万
円

補
正
後

⓽⓺
億
6
1
2
万
３
千
円

　

主
な
歳
出（
補
正
額
）は
次
の

と
お
り
。

□
総
務
費

・
エ
ー
ル
花
火 

1
5
0
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

エ
ー
ル
花
火
な
ど
１
億
２
，３
５
８
万
円
追
加

令
和
２
年
第
２
回
中
泊
町
議
会
臨
時
会

　

令
和
２
年
第
２
回
中
泊
町
議
会
臨
時
会
が
❶⓪
月
７
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
と
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

そ 

の 

他

中泊町議会ガイド　第 63 号
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傍聴席は、あなたの席です！！

中泊町議会 令和３年 第１回定例会は、３月上旬です。

会議は公開されており、どなたでも議会の傍聴ができます。

皆さんの傍聴をお待ちしております。

令和２年 第４回定例会の傍聴者は14名でした。

※耳が不自由な方にはイヤホンをお貸しします。遠慮なくお申し出ください。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
傍聴される方には次のことをお願いしています。

・発熱等、体調不良の方、マスクの着用のない方の入場はお断りします。
・入場時に検温をし、37.5度以上熱のある方の入場はお断りします。
・入場時には手指消毒をお願いします。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
工
事
名

　

�

中
泊
町
総
合
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
温
泉
掘
削
工
事

□
契
約
金
額 

7
6
4
5
万
円

□
契
約
の
相
手
方

　

大
泉
開
発　

株
式
会
社

■
中
泊
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
11
号

補
正
前
総
額

⓽⓺
億
6
1
2
万
３
千
円

補
正
額 

1
5
4
7
万
２
千
円

補
正
後
総
額

⓽⓺
億
2
1
5
9
万
５
千
円

　

主
な
歳
出（
補
正
額
）は
次
の

と
お
り
。

・ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

1
5
4
7
万
２
千
円

■�
中
泊
町
承
認
地
域
経
済
牽
引

事
業
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る

施
設
に
係
る
固
定
資
産
税
の

特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進

に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基

盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第
26
条

の
地
方
公
共
団
体
を
定
め
る
省

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
文

を
改
正
す
る
も
の
。

■
中
泊
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
第
12
号

補
正
前
総
額

⓽⓺
億
2
1
5
9
万
５
千
円

補
正
額 

1
4
9
0
万
円

補
正
後
総
額

⓽⓺
億
3
6
4
9
万
５
千
円

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の

と
お
り
。

□
商
工
費

・�

も
の
づ
く
り
企
業
雇
用
継
続

支
援
金 

1
4
9
0
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

も
の
づ
く
り
企
業
雇
用
継
続
支
援
金
な
ど
追
加

令
和
２
年
第
３
回
中
泊
町
議
会
臨
時
会

　

令
和
２
年
第
３
回
中
泊
町
議
会
臨
時
会
が
❶❶
月
❶❶
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
及
び
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、

専
決
処
分
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

専
決
処
分

そ 

の 
他

中泊町議会ガイド　第 63 号
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活 動 報 告

　10月22日、青森県共同ビルにおいて正
副議長・事務局長会議が開催され、長利議
長、荒関副議長、宮越事務局長が出席しま
した。
　講師の山梨学院大学法学部政治行政学
科・大学院社会科学研究科教授　江藤俊昭
氏は、「地方議会改革の最前線 －With コ
ロナ時代の地方議会－」と題し、講演され
ました。

　11月１日、議員一行は宮越家「離れ・庭
園」内覧会を訪れました。
　当日は公開に向け学習してきたボランティ
アガイドによる説明を受けながら詩夢庵内の
ステンドグラスの他に、きれいに整備された
庭園を１時間かけて見学しました。

　11月２日、宮越家「離れ・庭園」一般公
開オープニングセレモニーに長利議長が出席
いたしました。
　長利議長は「町の歴史と文化を象徴する文
化財が誕生し、大変喜ばしい限り」と祝辞を
述べた後、町長、波平暁秀氏（小川三知氏の
孫）らと一緒にテープカットを行い、宮越家
「離れ・庭園」の新たなる門出をお祝いいた
しました。

正副議長・事務局長研修会

宮越家「離れ・庭園」町民限定内覧会見学

宮越家「離れ・庭園」
一般公開オープニングセレモニー

中泊町議会ガイド　第 63 号
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委員会だより

　知事を囲む行政懇談会が11月16日、クラ
ウンパレス青森で開催されました。
　西北津軽郡町議会議長会の代表として、長
利議長が「次世代を担うスマート農業の普及
推進」について要望いたしました。
　県側からは「来年度の国の事業においては、
スマート農業導入の優先枠の予算を拡大する
動きがあるので、県としては、事業を有効に
利用してスマート農業対応の機械導入を支援
していく」と回答をいただきました。

○令和２年11月５日㈭　第７回議会運営委員会
　〈案　件〉

　　⑴　 令和２年中泊町議会定例会会期の日程及び議会運
営に関する事項について

　　⑵　新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　　⑶　 その他

○令和２年11月25日㈬　第８回議会運営委員会
　〈案　件〉

　　⑴　 一般質問について
　　⑵ 提出議案について
　　⑶　 新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　　⑷　その他

○令和２年1₀月2叅日㈮　第３回広報委員会
　〈案　件〉

　　⑴　議会ガイド第62号（案）について
　　⑵　その他

議会運営委員会 （委員長　青山 雅晴）

広報委員会 （委員長　成田 直人）

知事を囲む行政懇談会

議会運営委員会の様子

広報委員会の様子

中泊町議会ガイド　第 63 号
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６
日　

西
北
津
軽
郡
議
会
議
長
会
協
議
会

　
　
　

第
２
回
協
議
会

７
日　

第
２
回
中
泊
町
議
会
臨
時
会

20
日　

五
所
川
原
車
力
線（
津
軽
令
和
大
橋
）

　
　
　

開
通
式

22
日　

正
副
議
長
・
事
務
局
長
研
修
会

23
日　

第
３
回
広
報
委
員
会

１
日　

 

宮
越
家
「
離
れ
・
庭
園
」
町
民
限
定

内
覧
会

２
日　

宮
越
家
「
離
れ
・
庭
園
」
一
般
公
開

　
　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

５
日　

第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

10
日　

 

国
営
小
田
川
二
期
土
地
改
良
事
業

　
　
　

完
工
式

11
日　

第
３
回
中
泊
町
議
会
臨
時
会

12
日　

海
上
安
全
祈
願
祭

16
日　

知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会

19
日　

中
泊
町
善
行
者
・
功
労
者
表
彰
式

25
日　

第
８
回
議
会
運
営
委
員
会

３
日　

第
４
回
中
泊
町
議
会
定
例
会
開
会

９
日　

定
例
会
一
般
質
問

10
日　

単
行
案
審
議
・
採
決
・
閉
会

12月 10 月11　月

編編
集集
後後
記記

▼
二
〇
二
一
年
、
一
歩
一
歩
の
前

進
と
い
う
丑
年
を
迎
え
、
災
厄
の

な
い
健
康
で
幸
多
か
れ
の
年
で
あ

る
こ
と
を
祈
る
。

▼
町
は
、
一
月
十
日
に
九
十
三
人

を
対
象
と
し
た
成
人
式
を
挙
行
。

責
任
と
覚
悟
を
秘
め
た
凛
々
し
さ

が
印
象
的
で
、
し
か
も
新
成
人
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
投
稿
者
十
八
人

の
内
、
半
数
の
九
人
が
〝
頑
張
る

〟
と
の
力
強
い
描
出
を
し
て
お
り
、

次
世
代
を
担
う
立
派
な
大
人
へ
の

階
段
を
一
歩
一
歩
上
が
っ
て
行
く
、

そ
う
し
た
頑
張
力
を
大
い
に
期
待

す
る
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

者
が
拡
大
し
、
医
療
現
場
の
ひ
っ

迫
や
経
済
の
低
迷
状
態
が
続
く
中
、

国
は
、
一
月
七
日
に
首
都
圏
四
都

県
に
、
そ
の
後
、
七
府
県
に
も
緊

急
事
態
宣
言
を
再
発
令
し
た
。
日

常
生
活
の
中
で
、「
コ
ロ
ナ
慣
れ
」

し
て
い
な
い
か
自
戒
し
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
不
要
不
急
の
外
出
や
多

人
数
で
の
会
食
を
控
え
る
な
ど
、

自
ら
感
染
予
防
策
を
徹
底
す
る
こ

と
は
と
て
も
大
事
で
あ
る
と
認
識

す
る
。

▼
議
会
ガ
イ
ド
は
、
見
や
す
さ
、

分
か
り
や
す
さ
を
追
求
し
つ
つ
精

励
す
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と

も
一
層
の
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
た

い
。 

︿
委
員
長
・
成
田
直
人
﹀

厚生労働省HPから

新型コロナウイルス感染クラスターを防ぐ

中泊町議会ガイド　第 63 号

[ 12 ]


